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歴文・例研 研修会 

資料（29年３月） 
 

１、行程 （約 8㎞） 

≪出発 10：00≫ 

飛鳥駅（徒歩）→ 牽牛子塚古墳（徒歩）→ 飛鳥駅（バス）→ 石舞台古墳（徒歩）

→都塚古墳（徒歩）→昼食 → 犬養万葉記念館（山吹歌碑）（徒歩）→ 万葉記念館

（大口歌碑）（徒歩）→ 小原（徒歩）→ 鎌足生誕の地（天武と藤原夫人の歌碑（徒

歩）） → 大伴夫人の墓（徒歩） → 万葉記念館前（バス） → 飛鳥駅 

≪飛鳥駅帰着 16：00≫ 

２、資料 

①牽牛子
け ん ご し

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

 

 

牽牛子は「あさがお」の別称であり、大正１２年に国の史跡指定時にはあさがお塚古墳の

読みが付されていた。 

７世紀後半の終末期古墳で墳丘の対辺３２ｍの円墳とされていたが、平成２１年からの発

掘調査で八角形墳であることが判明し、第３７代斉明天皇陵の可能性が高まった。飛鳥時代

は古墳の終末期に当たり、前方後円墳に代わり方墳や八角形墳が作られたが、天皇の墓は八

角形墳である。 

日本書紀には天智称制６年（６６７）の陰暦２月２７日、斉明天皇と間人
はしひと

皇女を小市崗上
おちのおかのえの

陵
みささぎ

に合葬し、同日大田皇女を陵の前の墓に葬ったとある。牽牛子塚古墳の位置する土地は

真弓丘と呼ばれており、墳丘の構造は南に横穴が開口する横口式石槨である。石槨内は二つ

に仕切られており２体を葬ったものと見られる。書記に記載する大田皇女を前陵に葬ったと

の記述と一致しなかったが、平成２２年に古墳のすぐ南に未知の古墳が発見され越塚御門古

墳と名付けられた。こうして益々斉明陵の可能性が高まったわけであるが、書紀に記載する

小市崗と真弓崗とを間違えたと断じるには少し無理があるように思われる。 
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宮内庁が指定する斉明陵はＪＲ掖上駅近くの高取町車木にあり、越智崗上
お ち お か の え

（小市崗上） 陵
みささぎ

と称している。 

 

②越塚
こしづか

御門
ご も ん

古墳
こ ふ ん

 

平成２１年からの牽牛子塚古墳調査時に隣接する南側から偶然発見された未知の古墳で

築造時期もほぼ同じころから牽牛子塚古墳の前塚とする説が有力である。書紀の記述によれ

ば斉明陵の前に大田皇女を葬ったとあり大田皇女の墓説が浮上している。 

 

③都
みやこ

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石舞台古墳の南東４００ｍに位置し、別称金鳥塚古墳と言い６世紀後半の築造と推定され

る方墳で、一辺が４１ｍある。墳丘表面では階段状に積み石がなされ日本には類例のない階

段ピラミッド形状である。（５世紀の高句麗や百済に階段状積石塚古墳が見られる）被葬者

は石舞台古墳よりやや遡ることから馬子の父蘇我稲目とする説が有力である。埋葬施設は横

穴式石室で南西に開口し、石室長は約１２ｍあり石室内部には家形石棺が据えられている。

盗掘にあって副葬品はほとんど散逸しているが、土師器、須恵器や鉄製品が出土している。 

 

④犬養万葉記念館 
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万葉学者にして明日香村名誉村民の故犬養孝先生の記念館。旧南都銀行の建物の寄贈を受

け開設された。犬養先生の生い立ち、業績、万葉旅行の紹介、犬養節による万葉の解説が見

学できる。入口付近に武市皇子の山吹の歌碑がある。入場料は無料で明日香村のコミュニテ

ィセンターになっている。 

 

十市
とうちの

皇女
ひめみこ

の 薨
かむあが

りましし時に、高市皇子の作りませる歌     高市皇子 巻２－１５８ 

山吹の 立ちよそひたる 山清水 汲みに行かめど 道の知らなく 

                       舎人娘子
とねりのおとめ

 巻８－１６３６ 

大口の 真神の原に 降る雪は いたくな降りそ 家もあらなくに 

 

⑤藤原鎌足生誕地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中大兄と共に乙巳の変を決行した中臣鎌足の生誕地。明日香村の小原（大原とも書く）に

あり、裏に鎌足産湯の井戸もある。鎌足の臨終に際し天智天皇より臣下の最高位「大職冠」

と藤原の姓を授けられ藤原氏の祖となった。壬申の乱の後、都が大津から明日香浄御原に移

ったが、天武天皇の夫人（鎌足の娘、通称藤原
ふじわら

夫人
ぶ に ん

）が住んだ。天武と藤原夫人とのかけあ

いの万葉歌がユーモラスで楽しい。 
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わが里に 大雪降れり 大原の 古りにし里に 降らまくは後 

                                 天武天皇 巻２－１０３ 

わが岡の おかみにいひて 降らしめし 雪のくだけし そこに散りけむ 

                                 藤原夫人 巻２－１０４ 

橘寺にて 

橘
たちばな

の 寺の長屋に わが率寝
い ね

し 童女
う な い

放
はな

髪
り

は 髪上げつらむか 

                                作者不詳 巻１６－３８２２ 



  
５
３
８
年 

㉙
欽
明
天
皇
の
時
に
百
済
よ
り
仏
教
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来
す
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６
４
５
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乙
巳
の
変
（
大
化
改
新
） 

６
５
８
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有
間
皇
子
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白
坂
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海
南
市
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で
刑
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す
（
十
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６
３
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白
村
江
（
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く
す
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え
）
の
戦
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２
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壬
申
の
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８
６
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天
武
天
皇
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御
、
大
津
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う
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我
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我
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中
大
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推
古
天
皇 
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孝
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天
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十
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女 
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小山田古墳の新聞記事 

（29 年 3 月 2日） 
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